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　わ　　だ　　ひで と し

和田 英敏（学芸員）“古標本”で遡る100年前の相模湾産魚類相
さかのぼ

　私たち人間は、古来より海の生物から

食べ物や資源などの生態系サービスを

多く得て豊かな生活を送ってきました。

特に海産魚類については、その多様性

や資源量も相まって日本独自の食文化

を醸
じょうせい

成するにあたって重要な役割を果た

してきました。そして、このサービスは

海洋生態系のバランス、そして関連する

物質循環サイクルの健康度に大きく依存

しています。しかし日本においては近代

化が進む中で、海の水質汚染、生息地

の破壊、乱獲といった問題が積み重なり、

地球温暖化などの気候変動の影響も

顕
けんちょ

著になっています。これらの影響を正

しく理解するためには、生物がどれだけ

多様であるか（種の多様性）を評価する

ことが糸口となります。そのためには、

生物を正確に分類し、どこにどんな生物

がいるのかを把握する基礎研究が重要

です。また、現在の状況を評価するため

には、過去のデータとの比較も欠かせま

せん。

　 1938年時点での日本産魚類全種を

まとめた岡田・松原（1938）は、当時の総

種数を1,946種と記録しています。し

かし、2025年1月の時点で日本産魚類

は4,800種以上が確認されており、その

種数は大きく増加しています。増加の

理由は複合的かつ多岐にわたります

が、主な要因としては分類学的研究の

発展があり、初記録種や新種が次々に

発見されたこと（図1： 例1）、姿かたちが

似るために一
ひ と く く

括りにされていた複数種

が、識別方法の確立により別々の種に

細分化されたこと（図1： 例2）などの理由

により多くの種が認識されようになりま

した。一方で、分類学の進歩により複数種

が統合される例もありますが（図1： 例3）、
新たに発見・細分化されたケースの方が

はるかに多くありました。これらの事情

から、20世紀初頭の文献が示す当時の

種の多様性は現代と比べて過小評価さ

れていた可能性があり、現在の魚類相の

評価に直接的に利用することが難しい

という課題を抱えています。そのため日本

近海の魚類について、長期間にわたる

分布の変化や種の多様性の移り変わり

2023年の時点で海産魚類においては

全日本産種の40% にあたる1,934種が

確認されており、非常に高い種の多様性

を有することが知られています（本田

ほか， 2024）。相模湾が高い生物多様

性をもつことは明治中期から認識され

はじめ、当時の東京大学教授であった

箕
みつくり

作佳
か き ち

吉（1857–1909）は、1886年に湾

東部にあたる三崎に日本最初の臨海実験

所となる「帝国大学臨海実験所」を設置

し、ここを拠点に日本人が主導する海洋

生物相の研究が発展しました。研究が

進められる過程で相模湾に生息する

海産魚類の標本も網羅的に収集され、

ここで得られた少なくとも3,700件（およそ

11,000点）の古標本が東京大学総合

研究博物館に収蔵・台帳登録され、さら

を明らかにするには、20
世紀初頭の魚類に関する

データを整理し直すことが

必要です。私はこの問題

を解決すべく、日本近海

産の“古
こひょ うほん

標本”の情報を

データベースにより整理

し、現代の分類学的知見

に基づきこれらを正確に

同定した上で現在の魚類

相と比較することで、日本

近海産魚類の長期的な

分布の変
へんせん

遷と種の多様性

の変化を評価するという

研究を行っています。

かつての自然を反映する

“古標本”

　 ここで取り扱う“古標本”

とは、1940年以前の日本

から得られている標本群を

指し、長い歴史をもつ博物

館に数多く収蔵されてい

ます（図2）。1940年以前

というのは高度経済成長

に伴う環境破壊が始まる

前の健全な自然環境が

残っていた時代でもあり

ます。これらの古標本コレ

クションから把握できる

生物相はかつての健全な自然環境を

大いに反映するものであり、言わば当時

の自然のタイムカプセルとなっています。

　 この様な古標本の中でも、とりわけ多く

残されているのが相模湾産の魚類標本

です。相模湾は関東地方の太平洋岸に

位置する開放的な湾であり、暖流である

黒潮と寒流である親潮の両方の影響を

受ける位置にあること、海岸線の変化に

富むこと、垂直方向にも複雑で水深およそ

1,600 ｍに達する深海域を有すること

などの要因により様々な沿岸環境が

成立しており、そこを利用する多種多様

な海洋生物が存在する、日本の領海に

対して200分の1ほどの面積ながら日本

の海をモデル的に切り抜いた“箱庭”

の様相を呈しています（佐藤， 2017）。

図1.　分類学的研究の発展に伴う日本産魚類の種数増減の例.



図2.　東京大学総合研究博物館に収蔵され

ている“古標本”．魚類標本は4%の中性ホル

マリン水溶液に浸漬され、すりガラスの蓋がさ

れたビンに入れられているものが多い．ラ

ベルは薄い和紙に墨で書かれ、澱粉のりで

貼り付けられている.

図3.　相模湾で確認された魚類の分布カテゴ

リー（横軸）と該当する種数（縦軸）．

A： 1890年から1940年までに記録された種； 
B： 1890年から2024年までに記録された種； 
C： 1940年から2024年までの間に新たに記録

　　された種．
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には国内外の教育・研究機関にも提供

されました。この他の研究機関が独自に

集めたものも含め、現在では国内外に

およそ6,000件（17,000点以上）の相模

湾産の古標本が現存すると見積もられ

ます。この様な歴史的背景もあり、相模

湾産の古標本は質・量ともに昔の日本

の沿岸環境に生息していた魚類相を

モデル的に再現するための格好の資料

となっています。

古標本から推する100年前の相模湾

　 これまでの国内研究機関に収蔵さ

れる3,594件の古標本の調査と、記述が詳

しい文献の調査によって、今からおよそ

100年前にあたる1890年から1940年の

間に、相模湾には少なくとも673種の

魚類が生息していたことがわかりました

（有年ほか, online）。これらの種をそれ

ぞれの分布の中心域の生物地理学的

区分に基づきカテゴライズした結果、温帯

あるいは暖温帯を分布の中心とする種が

7割を占め（図3A： カテゴリ0, 1）、黒潮に

のってやってくる、本来は亜熱帯－熱帯

を主な分布域とする種は2割ほどに限

られていました（図3A： カテゴリ2, 3）。
2024年時点で相模湾において確認さ

れた全種のうち亜熱帯－熱帯性種が

およそ半数を占め、温帯－暖温帯性種が

4割ほどであることを考慮すると（図3B）、
およそ100年前の相模湾は現在よりも

温帯らしい魚類相をしていたものと推察

されます。2024年時点で相模湾において

確認された全種から1890年から1940年

の間に確認された種を除いたものを、

直近およそ100年の間に新たに確認さ

れた種と仮定すると、この間に温帯－

亜熱帯性種の顕著な確認例の増加が

あった一方で、冷温帯から寒帯までに

主な分布域がある種の新たな出現は

ごくわずかであったことがわかりました

（図3C： カテゴリ-3, -2, -1）。高緯度海域

に生息する魚類は低緯度海域に生息

する魚類と比較して種多様性が低い

傾向にあることを踏まえても（Watanabe 
and Payne, 2023）、南方海域からの流入

が非常に顕著であると考えられます。これ

には日本近海の海面水温がこの100年間

において上昇傾向にあること、近年的な

黒潮の流路の変化に伴い黒潮の影響

がより強くなる一方で親潮の影響が乏
とぼ

しくなったこと、自然的あるいは人為的

要因により沿岸域の底質環境が変化して

いることなどの複合的かつ多岐にわたる

要因が考えられており、今後の評価が待

たれます。総じて、相模湾の魚類相は

かつて温帯然としていたものの、直近

100年間において南方系魚類の流入が

顕著になっており、一方で北方系魚類の

生息が厳しくなるとともに流入も妨げら

れていることでさながら亜熱帯の海の

ようになりつつあります。

どうなる？ 次の100年

　 この様に、古標本の調査から相模湾

産魚類相はかつてあった姿から100年
の間に顕著な南方化が進んでいること

が明らかになりつつあります。今後の

100年の間に相模湾がどのような環境

変化を経験するかは計り知れませんが、

地球温暖化の今後の予測については

様々なシナリオがありつつも地球規模

での海水温の上昇が続くという見通しが

概ね一致しており、相模湾もより南国の

ようになると考えられます。その時、我々

が守るべき自然は本来どのような姿で

あったのか、自然誌資料が示してくれる

ことでしょう。そのために私たち自然史

博物館の学芸員が全うすべきは、古

標本を残した先人たちにならい、今いる

生き物たちの標本や情報を可能な限り

網羅的に集め、わかりやすく整理して

残すことであると考えます。
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